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１．はじめに 

 我々が環境に適応するためには，様々な情報を選択し，さらに選択した情報が取り組む課題に関連している

間は選択を維持し続ける方略をとっていると考えられ，前者は注意（attention），後者はヴィジランス（vigilance）

と呼ばれる．ヴィジランスに関する研究では，同一箇所への注意の維持に時間的な限界があることが指摘され，

これによる状況認知能力の低下をヴィジランス低下（vigilance decrement）と呼び 1)，ヴィジランス低下の軽減

には，長時間にわたる同一箇所への注意の維持を回避する注意の解放が効果的だと報告されている． 

 そこで本研究では，「高速道路走行時において，光刺激の照射による注意の解放がドライバーの状況認知能力

の低下を軽減する」との仮説を措定し，落下物の検出を例に取り上げ，室内実験にて同仮説を検証する．  
 

２．実験方法 

(1) 実験手順 

SketchUp（Trimble 社）を用いて高速道路 CG を作成し，図 1に示す通り，同 CG 内を 100 km/h にて走行する

モノクロ動画を作成した．動画開始から 60 秒経過した時点で，図 2に示す通り，高照度光刺激（900 ㏓）もし

くは，低照度光刺激（180 ㏓）を実験参加者に対して照射し，注意の解放を促した．落下物は光刺激の照射か

ら 0 秒後もしくは 30 秒後に遠前方に大きさ 1 pixel にて出現するように設定し，実験参加者には高速道路上に

現れる落下物を可能な限り素早く検出し，キーボードにて報告することを要請し，その検出時間を計測した．

モノクロ動画は，実験参加者の 2000 mm 前方に設置された 1750 × 1000 mm スクリーン上に，1450 × 900 mm の

大きさにて提示され，動画の提示と反応の取得は E-prime3（Psychology Software Tool 社）で制御された．実験

の様子を図 3に示す．実験参加者は 18 名であり，2 光刺激照射パタン×2 落下物出現パタン×16 繰り返しと光刺

激未照射パタン×2 落下物出現パタン×8 繰り返しからなる 80 試行に，ダミー試行として落下物が出現しない

20 試行を加え，合計 100 試行をランダムな順に提示した． 

(2) 分析方法 

室内実験では実験参加者が要請した課題に順応するまでに時間を要する．そこで本研究では，課題への順応

を時間経過に伴う反応時間の減少と捉え，反応時間が減少する試行を課題未順応フェーズ，それ以降の試行を

順応フェーズとし，1 つの変曲点を持つ折れ線回帰モデルにより変曲点を推定し，両フェーズを識別する．順応

フェーズのデータを用い，注意の解放効果分析を実施する． 

注意の解放効果については，式(1)に示す通り，各実験参加者の光刺激を照射した場合の検出時間と光刺激を

照射しなかった場合の平均検出時間の差分を注意解放の効果量と定義し，定量化した． 

 

 

 

図１ モノクロ動画の一例       図２ 高照度光刺激/低照度光刺激          図 3 実験の様子 
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𝑧𝑘：注意の解放パタン kの注意の解放効果量（秒） 
𝑡𝑖𝑗
𝑘：実験参加者 iの試行 jにおける注意の解放パタン kの検出時間（秒） 

𝑛𝑖
𝑘0：実験参加者 iの注意の解放未実施パタン𝑘0の試行数 

𝑡𝑖𝑗
𝑘0：実験参加者 iの試行 jにおける注意の解放未実施パタン𝑘0の検出時間（秒） 

𝑛𝑖
𝑘：実験参加者 iの注意の解放パタン kの試行数 

 

３．結果と考察                                              

 取得したデータの内，エラーデータである 20 試行を除外した 1420 試行を対象に 1 つの変曲点を持つ折れ線

回帰モデルを推定した結果，変曲点は 14 試行との結果を得た．そこで本研究では，試行開始から 14 試行まで

を未順応フェーズ，それ以降の試行を順応フェーズと判定し，順応フェーズと判定された 1216 試行のデ―タを

用いて注意の解放効果を分析した．  

式（1）に基づき算出した各パタンの注意の解放効果量について，0 との差の検定を行った結果を表 1 示す．

落下物出現タイミング 0 秒では高照度の光刺激を照射したパタンにて注意の解放効果量が有意に生じた．注意

の解放効果量は，−0.20 秒であり，これは時速 100 km/h にて走行する車両に乗車するドライバーに光刺激を照

射することで落下物を 5.6 m 手前で検出可能とする効果である．しかしながら，低照度の光刺激を照射したパ

タンでは，有意な効果を得るには至らなかった．これらは，光刺激照射から 0 秒後においては，光刺激照射か

ら一定の反応潜時が生じるため，低照度の光刺激では注意の解放効果が生じなかったと考えられる．ただし，

高照度の光刺激は実験参加者を強く刺激するため，注意の解放効果が生じたと考えられる．落下物出現タイミ

ング 30 秒では高照度及び低照度の光刺激の照射パタンともに，注意の解放効果量が有意に生じた．このこと

は，注意の解放効果は光刺激照射から 30 秒間経過しても維持されることを示す． 

 
表１ 各注意の解放パタンにおける注意の解放効果量(n=965) 

 

４．結論 

 本研究では，高速道路走行するドライバーに対して，光刺激を照射することで注意の解放が促され，状況認

知能力の低下を軽減するとの仮説を措定し，落下物発見を例に取り上げ室内実験にて同仮設を検証した．実験

の結果，光刺激の照射によってドライバーに注意の解放を促すことで，落下物の早期検出を可能とし，その効

果が 30 秒間持続することを明らかにした．ただし，低照度の光刺激を照射する条件においては，照射直後に生

じる反応潜時のため，注意の解放効果が生じない可能性があることが示された． 
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（1） 

落下物出現タイミング 光刺激 平均効果量（秒） 効果量の標準偏差（秒） t値
高照度 -0.20 1.02 -3.12 ＊＊
低照度 -0.09 1.16 -1.18
高照度 -0.09 0.70 -1.95 ＊
低照度 -0.12 0.69 -2.77 ＊＊

0秒

30秒

＊＊：ｐ＜0.01      ＊：ｐ＜0.05
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